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伊豆半島西浦河内川の河口域で発見された

カマキリ（アユカケ）の卵塊

荒尾一樹

Kazuki Arao: Egg Mass of Cottus kazika (Scorpaeniforrnes: Cottidae) Found 

in the Nishimakouchi Estuary, Izu Peninsula 

はじめに

カジカ科Cottida巴に属するカマキリ （アユカケ）

Cottus kazikaは，全長約20cmに達する日本固有の

降河回遊魚である。太平洋側は神奈川県，日本海側

は秋田県以南の本州，四国，九州に分布し，本州、｜の

日本海側に多し、（後藤， 1989）。幼魚は4月下旬から

6月上旬ごろに河川を遡上し（名越ほか， 1962），河

川中流域の石磯底を中心に生息する。成魚は｜晩秋か

ら初冬にかけて産卵のために河川を降河し，河口付

近で石の裏などに産卵する（杉本，l995）。しかし天

然での産卵生態はほとんど知られていなかった。近

年になり，長良川河口周辺の海域（建設省河川局 ・

水資源開発公団，1992）と江の川河口周辺の海域

(Takeshita et al., 1999），静岡県清水市三保地先（荒

尾・ 野口，2000）で卵塊が発見され， 産卵生態が次

第に明らかにされてきた。今回，伊豆半島西浦河内

川の河口域でカマキリの卵塊が発見されたので， 追

加記録としてここに報告する。

調査地の概要

静岡県沼津市を流れる西浦河内川は，西浦小f可内

川を併合し，ほぼ北流して内浦湾へ流出する延長

2.6krnの2級河川である（図1）。河口付近の河川形態

図2 カマキソの卵塊の確認地点.A 満潮時，B 干潮H寺．
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はBbBe移行型か，Be型で、ある。底質は約3cmの小

石と砂により形成されていおり，所々に30～SOcmの

転石がある。両岸はコンクリー 卜護岸されており，河

口の）I ［幅は約SOmで、ある。潮の引いている時は平瀬的

な流れが川の中央部を流れ，両岸は干出する（図2）。
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図1 カマキリの卵塊の調査地点図



カマキリの卵塊の確認場所の状況表1
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Bathygobius fuscus, ヒナハゼRedigobiusbikolanus, 

ゴクラクハゼRinogobiusgiurinusなどの魚類が観察

された。

確認された卵塊の状況

カマキリの卵塊は伏せた状態で捨てられたシャベノレ

の裏側に，2つ産着されていた （図3）。シャベルの大

きさは長径26cm，短径23cmであり，かなり古く錆び

ており，先端が破損していた。卵塊の大きさはそれぞ

れ長径73mm，短径54mmと，長径68mm，短径53mmで、

あった。2つの卵塊の卵内発生状態はほぼ同じで， 発

眼しており附化直前と思われた。 3回目の調査の1999

年1月17日以降には卵塊は確認されなかった（表1）。

調査方法

調査は1998年12月28日～l999年2月28日に合計

6＠行った （表1）。調査場所は河口から上流約 lOOm

までの区間とした。卵塊の確認は転石を起こして

行った。親魚の採集にはタモ網（4mm目） を使用し

た。確認された卵塊は，大きさ（長径，短径）をノ

ギスで測定し写真撮影後，元の場所に放置した。採

集された親魚は，全長，体長をノギスで測定した後，

元の場所に放流した。

確認された親魚の状況

カマキジの卵塊を保護している雄親は，シャベル

の裏側で卵塊に寄り添うように静止していた。 口 ~1二l

に赤色の婚姻色が現れており，全長は195mm，体長

は165mmで、あった。雄親は2回目の調査の1998年12

月30日には確認されなかったが，3回目の調査の1999

年1月17日に再び確認された。その後の調査には確

認されなかった（表 I）。

生土
中口

卵塊の確認場所の状況

カマキリの卵塊と，それを保護している雄親は伊

豆半島西浦河内川の河口域で1998年12月28日に発

見された。 Y I~塊の確認場所の状況を表 l に示した。水

温は8.2～16.0℃の範囲で変動した。 7f<.tliitは，潮の満

ちている時は海水が入り込み高く，潮の引いている

時は低かった。塩分は l～35pptの範囲で変動した。

塩分は，潮の満ちている時はほぼ海水と同じで，j朝

のヲ｜し、ている時はほぼ淡水と同じであった。木調査

地ではカマキリの他に，ダイナンギンポDictyosoma

ミミズハゼLuciogobiusgutta/us，クモハゼ

果

burgeri, 

シャベルに産着された卵塊， B 発眼している卵塊．
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カマキリの卵塊.A図3



考 察

卵塊とそれを保護している雄親が確認された長良

川河口周辺の海域の塩分は 16～l8ppt，水深は2～

3.Sm （建設省河川｜局・水資源開発公匠J,1992）， 江の

川河口周辺の海域の塩分は35ppt，水深はl2～2.0m, 

水温は ll.3oCである（Tak巴shitaetal.,1999）。同報

告ともに河口域では卵塊は確認されておらず，その

周辺の海域の塩分も高く，安定した環境下で卵塊が

確認されている。またカマキリの府：化は，水槽飼育

実験により塩分がlOppt以上で、好結果が得られると

報告されている（Takeshitaet al., 1999）。しかし，

今回は河口域の塩分が l～35ppt，水温も8ユ～ 16.0
ocと，ともに大きく変動し，水深も干潮時には約
lOcmになる環境下で，91、l塊は発眼しており併化直

前まで成長していた。このような厳しい環境下で卵

塊が産出された理由は不明であるが，カマキリの卵

塊は環境変化に対する強し、順応力をあるいは持つの

かもしれない。また，これまでの卵塊発見例では，

全ての卵塊が雄親に保護されていたが（建設省河川

局・水資源開発公団，l992; Takeshita et al., 1999), 

今回は卵保護の雄親が確認されなかったことがあっ

た。調査H寺に与えた人為的な影響が原因で

げた可能性もあると考えられた。今後も産卵生態の

調査を続けて行きたいと考えている。

おわりに

カマキリは近年各地で減少しており（後藤， 1989)'

日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料で、は減

少種と判断されている（杉本， 1995）。神奈川県でも

カマキジ の生息可能な水域はかなり限定されており

（勝呂， 1996）＇神奈川県レッ ドデータ生物調査報告

書では絶滅危慎種と判断されている（浜口， 1995）。

今回調査を行った静岡県でもその資源量は減少して

いる（荒尾， 1998）。カマキリが減少した原因として，

階段式；魚道やごく低い堰でも遡上を阻害されるため

に，生息域が狭められたり（後藤， 1989），河口域の

水質汚濁が3産卵および仔稚魚に悪影響を与えてい

る可能性があると指摘されている（高木 ・谷口，

1992）。近年の堰堤の設置や河川改修工事，水の汚染

などによる自然荒廃は著しく（荒尾， 1998），今後さ

らに生息状況は悪化するであろう。カマキリの減少

を防ぐには，まず産卵生態についての詳しい調査 ・

研究を行う必要がある。神奈川県では 1990年以降，

酒匂川 （勝呂， 1996）と相模）I J （勝目ほか，1998）か

らカマキリの生息、が確認されている。これらの河口

周辺の転石帯を精査すれば卵塊が発見されるかもし

れない。このような調査が神奈川県の個体群を守る

上で役立つと考えている。次に，産卵が行なわれる

河口域およびその周辺海域の環境を早急に見直す必
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要がある。カマキリは浮いた状態の転石の裏側に産

卵するため，河川の改修工事によりii転石が土砂で、

埋ったり，川床を平坦にすることで産卵に適した転

石がなくなる危険性がある。河川の改修工事が必要

な場合にはこれらを考慮、に入れて行うべきである。
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